
▲協定書を持つ霜鳥学長（写真：右）と市川市長

まちの話題まちの話題

２０２１ 市民と行政の架け橋　広報 にかほＣity Ｐublic Ｒelations Ｍagazine

電
子
ア
プ
リ
「
カ
タ
ポ
ケ
」
で
写
真
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、

動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼

▲豊かな水と美しい風景に触れる生徒たち

ふるさとのジオサイトにタッチ
総合的な探究の時間

　９月１１日、獅子ヶ鼻湿原や元滝伏流水などのジ

オサイトを現地で体感するジオパークフィールドワ

ークが行われ、仁賀保高校２年生６０人が参加しまし

た。生徒たちが普段何気なく目にしている鳥海山・

飛島ジオパーク。参加した生徒たちは、視点を変え

てジオパークを見ることで、普段とは違った一面や

多岐にわたる自然環境などに直接触れていました。

▲巧みにコンバインを操作し稲を刈るネイガー

ままいっぺけよ（たくさん食べろよ）
超神ネイガー稲刈り作業

　９月１７日、水岡地区の収穫期を迎えた田んぼで

超神ネイガーによる稲刈り作業が行われました。こ

れは、地元のＰＲを目的に行われたもので、農家の

須田貴志さんの協力を得て稲作全工程をネイガーが

お手伝い。収穫された「ネイガー米」は、道の駅象

潟「ねむの丘」などで販売されるほか、ふるさと納

税の返礼品として多くの人に美味しく食べられます。

アートプロジェクトで地域を活性化
秋田公立美術大学との連携協力協定締結式
１０月１３日、象潟公会堂で公立大学法人秋田公立

美術大学との連携協力協定締結式が行われました。

同協定は、包括的な連携・協力のもと、地域社会の

発展、人材の育成および芸術文化と産業振興に寄与

することを目的に、今後、ＩＣＴやデザイン、情

報・メディアアートを切り口としたアートプロジェ

クトを展開しながら地域の活性化を進めていきます。

認知症予防講演会

　９月２５日、スマイル

で認知症予防講演会が

行われました。これは、

認知症への理解とそれ

を予防する取り組みを

学んでほしいという思

いから行われたもので、

この日講師を務めた中

村順子氏は、「認知症になっても安心して暮らせる

まちづくりを」と話し、参加者は認知症についての

理解を深めました。

▲講師を務めた中村氏

にかほ市金婚式

１０月２日、ホテルエ

クセルキクスイで、１６

日、いちゑでにかほ市

金婚式が行われました。

　出席した夫婦は両日

合わせて１０組。式は市

川市長の祝辞のほか祝

い状の贈呈が行われ、

出席した夫婦はこれまで二人三脚で共に歩んできた

半世紀を振り返り、少し照れながらもお互いに感謝

を伝えあう姿が見られました。

▲祝い状を受け取る夫婦

中学校各種大会結果

本荘由利中学校秋季大会

【サッカー】

①仁賀保中学校

【バレーボール】

②金浦中学校③象潟中学

校

【ソフトボール】

②象潟中学校

【ソフトテニス】

▶男子個人／②齋藤琉翔・

小松大河（仁賀保中学校）

▶男子団体／③仁賀保中

学校③象潟中学校▶女子

団体／②象潟中学校

【バスケットボール】

▶男子／②象潟中学校③

仁賀保中学校▶女子／③

仁賀保中学校

【卓球】

▶男子団体／③象潟中学校

【柔道】

▶男子５０ｋｇ級／③阿部

海音（仁賀保中学校）▶男

子６０ｋｇ級／②池田琉世

（金浦中学校）▶男子７３

ｋｇ級／①白瀬雄也（仁

賀保中学校）▶男子団体／

③金浦中学校

【剣道】

▶男子団体／②仁賀保中

学校▶女子団体／②象潟

中学校

県中学校秋季大会

【水泳】

▶女子５０ｍ自由形／③

須藤心愛（象潟中学校）

▲仁賀保中学校サッカー部

▲祝状と祝金を手にする笑顔が素敵な信さん

１００歳長寿おめでとうございます
長寿祝状・祝金贈呈式

１０月１０日、齋藤信さん（上荒屋）が１００歳の

お誕生日を迎え、市から祝状と祝金が贈呈されまし

た。日頃から自分で歩き、自然体でいることが長寿

の秘訣でテレビドラマを見るのが大好きな信さん。

　また、１０月３０日には佐々木ミヱさん（大竹）も

１００歳を迎えられました。お二人とも、これからも

末永く元気でお過ごしください。

▲動くものまで作れる。３Ｄプリンターはすごい！

先端技術で学びを深めた１日
仁賀保高校・３Ｄプリンター体験授業

１０月７日、仁賀保高校で３Ｄプリンターの体験

授業が行われました。この日はフェライト子ども科

学館の３Ｄプリンター２台で、３ＤＣＧ製作を専攻

している３年生男女６人が２時間の特別授業を受け

ました。生徒達は授業で製作した３ＤＣＧデータを

使いながら、こんなものにも活用できるとアイディ

アを出し合いながら学びを深めた１日になりました。

▲説明を聞く調査員の２人（写真：左）

４年間の集大成、再認定に向けて
鳥海山・飛島ジオパーク再認定現地調査
１０月７日から９日の日程で、日本ジオパーク再

認定にかかる現地調査が行われ調査員が本市にある

ジオサイトを巡りました。調査では、研究者やガイ

ドによる九十九島の成り立ちや保全の現状について

説明が行われたほか、４年間の活動報告や意見交換

もあり、本ジオパークが持つ魅力を再発見しました。

　審査結果は来年２月上旬に発表される予定です。


